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Ⅰ．　委員会の開催

　2022 年度は 2回の委員会を開催した。
　・第 1回令和 4年 4月 28 日（木）
　・第 2回令和 5年 3月 22 日（水）

Ⅱ．　調査研究の内容

1） 救急医療情報ネットワーク（救急・搬送支援シス
テム）について

　現行システムの運用を現契約期間終了時の令和 5
年 9月末までとし，次期システムの更新に向けて実
証実験を実施することを決めた。実証実験は令和 5
年 10 月から令和 7年 9月までの 2年間を期間とす
る。実証実験のためのWGを立ち上げ，具体的実験
検証を行うことを決め，取り組みを進めている。
　実証実験を行うにあたり，県内に 14 種類あった傷
病者申送り票（プレホスピタルレコード）を県内統
一の様式に統合した。二次・三次救急医療機関（救
急告示病院・病院群輪番制参加医療機関）を対象に
実証実験への参加の意向調査を実施し，65 機関から
参加の申し出があった。

　また，個人情報を含む傷病者申送り票の取り扱い
については，個人情報保護法適用下でのシステムの
使用について，個人情報保護委員会に照会し，法的
整理と必要な手続きについて確認した。

2） 第 8次広島県保健医療計画（救急医療）の策定に
ついて

　第 7次広島県保健医療計画（計画期間：平成 30年
度～令和 5年度）の計画期間が令和 5年度末で終了
することから，次期の第 8次広島県保健医療計画
（計画期間：令和 6年度～令和 11 年度）の策定に向
け，検討を行った。計画策定にあたる主な検討項目
として，令和 5年 3月末頃に示される国の基本指針
等に基づき，初期救急医療機関，第二次救急医療機
関，第三次救急医療機関の役割の明確化，高次の医
療機関からの転院転送の促進，救急医療用ヘリコプ
ターの効率的な活用のための広域連携体制の構築，
ドクターカー導入拡大検討などを挙げた。第 7次広
島県保健医療計画における各課題等の検証結果を踏
まえ，項目を整理する。
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